
事業目的

事業概要
（１）サービスロボットの社会実装に向けて、ユーザーの業務フローや施設環境

の変革を含むロボットフレンドリーな環境の実現が必要です。このため、ユーザー、

メーカー、システムインテグレーター等が連携し、①屋内環境、②屋外環境のそれ

ぞれにおいて、ロボットフレンドリーな環境の実現に向けて研究開発等を実施しま

す。

（２）多品種少量生産にも対応可能な産業用ロボットの実現に向け、鍵とな

る、「ハンドリング関連技術」、「遠隔制御技術」、「ロボット新素材技術」、「汎用

動作計画技術」等の要素技術に係る基礎・応用研究について、産業界と大学

等研究機関とが協調して推進する研究開発を支援します。

我が国における人手不足への対応に加えて、昨今の新型コロナウイルス感染症の

拡大を契機にあらゆる産業分野で「遠隔」「非接触」「非対面」を実現することが

求められている状況も踏まえて、幅広い産業分野へのロボットの導入を進めていき

ます。

成果目標

（1）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、屋内においては少なくとも3業種に

おいて、ロボットフレンドリーな環境を備えた社会実装事例を創出します。また屋外にお

いても、自動配送ロボットによる配送サービスの実現を目指します。

（2）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、8つの新たな要素技術を確立しま

す。また、本事業の成果を活用し、2030年度を目途に、ロボットの動作作業の省エネ

ルギー化を目指します（効率を現状の1.5倍）。

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）
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